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特集 / 新型コロナウイルス感染症の影響

 

これまでの経過

令
和
元
年

令
和
２
年

令
和
３
年

12
月

１
月
15
日

１
月
30
日

３
月
22
日

４
月
７
日

４
月
16
日

５
月
４
日

５
月
14
日

５
月
21
日

５
月
25
日

１
月
７
日

１
月
13
日

２
月
２
日

２
月
26
日

３
月
５
日

中
華
人
民
共
和
国
湖
北
省
武
漢
市
で
肺
炎
患
者
の
集
団
発
生
が
報
告
さ
れ
る

国
内
初
の
感
染
者
が
確
認
さ
れ
る

政
府
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
を
設
置

岡
山
県
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
を
設
置

岡
山
県
内
初
の
感
染
者
が
報
告
さ
れ
る

緊
急
事
態
宣
言

■
対
象
区
域
：
埼
玉
、千
葉
、東
京
、神
奈
川
、大
阪
、兵
庫
、福
岡（
期
間
：５
月
６
日
ま
で
）

緊
急
事
態
宣
言
の
区
域
変
更

■
対
象
区
域
：
全
国
に
拡
大
　※

岡
山
県
が
対
象
区
域
と
な
る

緊
急
事
態
宣
言
の
期
間
延
長（
期
間
：５
月
31
日
ま
で
）

緊
急
事
態
宣
言
の
区
域
変
更

■
対
象
区
域
を
北
海
道
、埼
玉
、千
葉
、東
京
、神
奈
川
、京
都
、大
阪
、兵
庫
に
縮
小

　※

岡
山
県
が
対
象
区
域
か
ら
外
れ
る

緊
急
事
態
宣
言
の
区
域
変
更

■
対
象
区
域
を
北
海
道
、埼
玉
、千
葉
、東
京
、神
奈
川
に
縮
小

緊
急
事
態
宣
言
解
除

緊
急
事
態
宣
言
発
出

■
対
象
区
域
：
埼
玉
、千
葉
、東
京
、神
奈
川（
期
間
：１
月
８
日
か
ら
２
月
７
日
ま
で
）

緊
急
事
態
宣
言
の
区
域
変
更

■
対
象
区
域
に
栃
木
、岐
阜
、愛
知
、京
都
、大
阪
、兵
庫
、福
岡
を
追
加

緊
急
事
態
宣
言
の
期
間
延
長
及
び
区
域
変
更

■
対
象
区
域
か
ら
栃
木
を
除
く（
期
間
：３
月
７
日
ま
で
）【
２
月
８
日
か
ら
適
用
】

緊
急
事
態
宣
言
の
区
域
変
更

■
対
象
区
域
か
ら
岐
阜
、愛
知
、京
都
、大
阪
、兵
庫
、福
岡
を
除
く【
３
月
１
日
か
ら
適
用
】

緊
急
事
態
宣
言
の
期
間
延
長（
期
間
：３
月
21
日
ま
で
）【
３
月
８
日
か
ら
適
用
】

は
じ
め
に

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、発
生
か

ら
１
年
を
経
過
し
ま
し
た
が
、現
在
に
お
い

て
も
ま
だ
収
束
し
て
お
ら
ず
、今
年
１
月
７

日
に
は
再
び
、４
都
県
に
対
し
緊
急
事
態
宣

言
が
発
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、世
界
中
に
様
々
な
形
で
感
染
が

広
が
り
、「
コ
ロ
ナ
シ
ョッ
ク
」「
コ
ロ
ナ
禍
」と
呼

ば
れ
る
よ
う
な
、人
々
の
暮
ら
し
や
経
済
活

動
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　
改
め
て
、こ
の
感
染
症
と
、県
内
経
済
及

び
水
島
港
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、振
り
返
っ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

■
発
端

　
令
和
元（
２
０
１
９
）年
12
月
に
、中
国
の

湖
北
省
武
漢
市
で
、肺
炎
患
者
の
集
団
発
生

が
報
告
さ
れ
、の
ち
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
原
因
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、世
界
中
に
感
染
が
広
が
り
、令

和
２（
２
０
２
０
）年
１
月
15
日
に
は
、日
本

国
内
で
初
め
て
患
者
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

■
感
染
拡
大
へ
の
対
応

　
国
内
で
感
染
者
が
増
加
し
て
い
る
状
況
を

踏
ま
え
、政
府
は
、１
月
30
日
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
を
設
置
し
ま
し

た
。（
同
日
、岡
山
県
も
対
策
本
部
を
設

置
。）

　
岡
山
県
内
で
は
３
月
22
日
に
初
め
て
患

者
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
感
染
者
の
報
告
が
お
さ
ま
ら

な
い
た
め
、４
月
７
日
に
は
、政
府
が
緊
急
事

態
宣
言
を
発
出
し
ま
し
た
。対
象
区
域
に
属

す
る
７
都
府
県
は
、５
月
６
日
ま
で
、ま
ん

延
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置（
外
出
自
粛

等
）に
つ
い
て
、住
民
に
協
力
要
請
を
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　
４
月
16
日
に
は
、対
象
区
域
が
全
国
に
拡

大
し
、岡
山
県
で
も
宣
言
に
基
づ
く
措
置
が

と
ら
れ
ま
し
た
。こ
の
緊
急
事
態
宣
言
は
、

感
染
者
が
減
少
し
た
た
め
、５
月
25
日
に
解

除
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、再
び
感
染
者
が
増
加
し
た
た
め
、

令
和
３（
２
０
２
１
）年
１
月
７
日
に
４
都

県（
そ
の
後
、最
大
で
11
都
府
県
に
拡
大
）に

緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
ま
し
た
。

　■
感
染
者
数

　
感
染
者
数
は
、３
月
７
日
時
点
に
お
い
て
、

全
国
で
約
43
万
人
、岡
山
県
で
約
２
千
５
百

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
感
染
者
発
生
の
ピ
ー
ク
は
、全
国
で
こ
れ

ま
で
３
回（
春
、夏
、秋
〜
冬
）（
図
１
）あ
り
、

岡
山
県
で
も
同
じ
傾
向
で
し
た
。特
に
、秋
か

ら
冬
に
か
け
て
は
、春
、夏
に
比
べ
て
全
国
、

岡
山
県
と
も
大
幅
に
感
染
者
が
増
加
し
ま

し
た
が
、１
月
上
旬
を
ピ
ー
ク
に
感
染
者
は

大
幅
に
減
っ
て
い
ま
す
。

県
内
経
済
へ
の
影
響

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
は
、

県
内
の
経
済
活
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、特
に
岡
山
県
内
の
製
造
業
に

焦
点
を
当
て
て
、公
表
さ
れ
た
調
査
報
告
か

ら
、そ
の
影
響
を
見
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
企
業
短
期
経
済
観
測
調
査（
短
観
）

　
日
本
銀
行
が
、四
半
期
ご
と
に
公
表
し
て

い
る
統
計
調
査
で
、「
企
業
動
向
を
的
確
に

把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、金
融
政
策
の
適
切

な
運
営
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
」と
し
て
い

ま
す
。岡
山
県
内
の
状
況
は
、岡
山
支
店
が

厚生労働省、岡山県のオープンデータ（R3.3.5）を元にＭＩＴＡ事務局が作成岡山県金融経済月報（日本銀行岡山支店）からMITA事務局が作成

日本銀行岡山支店のオープンデータからMITA事務局が作成

［表］主要製造業の生産動向（足もとの動向）
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業況判断D.I.（岡山県）
全産業
製造業
非製造業

発
表
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
の「
業
況
判
断
Ｄ
．Ｉ
．」は
、地

場
企
業
の
景
況
感
を
把
握
す
る
た
め
の
指

標
で
、全
産
業
、製
造
業
、非
製
造
業
別
に
指

数
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
県
内
の
業
況
判
断
Ｄ
．Ｉ
．（
業
況
が「
良

い
」と
判
断
し
た
企
業
割
合
か
ら「
悪
い
」と

し
た
企
業
割
合
を
引
い
た
も
の
）は
、令
和

２
年
６
月
に
お
い
て
、前
回
調
査
月
か
ら
の

下
落
幅（
全
産
業
で
マ
イ
ナ
ス
33
ポ
イ
ン
ト
）

が
大
き
く
、業
況
が「
悪
い
」と
し
た
企
業
の

割
合
が
、「
良
い
」と
し
た
企
業
を
上
回
り
ま

し
た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。（
図
２
）

　
そ
の
後
、９
月
に
は
製
造
業
が
、12
月
に

は
全
産
業
と
非
製
造
業
の
指
数
が
改
善
し

て
い
ま
す
が
、ま
だ
業
況
が「
悪
い
」と
判
断

す
る
企
業
が
多
く
、コ
ロ
ナ
の
影
響
が
残
っ
て

い
る
状
況
と
言
え
ま
す
。

■
岡
山
県
金
融
経
済
月
報

　
日
本
銀
行
岡
山
支
店
が
、県
内
の
金
融
経

済
の
動
向
に
つ
い
て
、毎
月
と
り
ま
と
め
て

発
表
し
て
い
ま
す
。こ
の
中
か
ら
、県
内
景
気

と
輸
出
、生
産
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

◎
景
　
気

　
県
内
の
景
気
に
つ
い
て
、コ
ロ
ナ
の
影
響
が

見
ら
れ
始
め
た
の
は
令
和
２
年
３
月
か
ら
で
、

「
基
調
と
し
て
は
緩
や
か
に
拡
大
し
つ
つ
あ

る
が
、こ
の
と
こ
ろ
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
が
み
ら
れ
て
い
る
。」と
表
現
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
４
月
に
は
下
方
修
正
さ
れ
、「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
な
ど
か
ら
、こ
の

と
こ
ろ
弱
め
の
動
き
と
な
っ
て
い
る
。」と
な

り
、９
月
ま
で
評
価
が
据
え
置
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
期
間
が
、景
気
の
底
と
い
え
ま
す
。10
月

か
ら
は
上
方
修
正
に
転
じ
、直
近
で
あ
る
令

和
３
年
３
月
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
る
弱
さ
が
続
い
て
い
る
も

の
の
、持
ち
直
し
て
い
る
。」と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
輸
　
出

　
県
内
の
輸
出
は
、コ
ロ
ナ
の
影
響
が
少
な
い

令
和
元
年
中
か
ら
減
少
し
て
い
ま
し
た
。そ

れ
が
、令
和
２
年
６
月
に
は「
一
段
と
減
少
し

て
い
る
。」と
な
り
、時
期
か
ら
コ
ロ
ナ
の
影
響

と
見
ら
れ
ま
す
。こ
れ
が
９
月
に
は「
低
水
準

が
続
い
て
い
る
。」と
な
り
、途
中
、「
緩
や
か

に
持
ち
直
し
つ
つ
あ
る
。」と
い
う
表
現
が
加

わ
っ
た
月
も
あ
り
ま
し
た
が
、現
在
も
低
水

準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
生
　
産

　
県
内
の
生
産
に
つ
い
て
、コ
ロ
ナ
の
影
響
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
令
和
２
年
３
月
以

降
、最
も
悪
化
し
た
の
は
６
月
で
す
。月
報

で
は
、「
県
内
の
主
要
製
造
業
の
生
産
は
、減

少
し
て
い
る
。」と
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
時
の
、

各
業
種
の
動
向（
足
も
と
の
動
向
）は
、別
表

の
と
お
り
で
す
。

　
そ
の
後
、低
水
準
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、

10
月
に
は「
持
ち
直
し
の
動
き
が
見
ら
れ

る
。」と
回
復
の
傾
向
が
見
ら
れ
、現
在
は

「
緩
や
か
に
持
ち
直
し
て
い
る
。」と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
以
上
か
ら
、県
内
の
製
造
業
は
、業
種
に

よ
っ
て
ま
だ
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
見
ら
れ
る
も
の

の
、全
体
と
し
て
は
回
復
基
調
に
あ
る
と
言

え
ま
す
。

（
次
ペー
ジ
に
続
く
）

令和２年６月 令和３年３月
自 動 車
鉄 鋼
化 学

石油・石炭
造 船
繊 維
電気機械
窯業・土石
農 機 具
工作機械

減少している。
減少している。
生産水準が低下している。
弱めの動きとなっている。
高操業となっている。
弱めの動きとなっている。
持ち直しつつある。
弱めの動きとなっている。
弱めの動きとなっている。
減少している。

持ち直している。
低めの水準で推移している。
持ち直している。
弱めの動きとなっている。
幾分低めの操業となっている。
弱めの動きとなっている。
高操業となっている。
緩やかに持ち直している。
持ち直している。
減少している。

［図2］
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前
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水
島
港
へ
の
影
響

　
水
島
港
は
工
業
港
で
あ
る
こ
と
か
ら
、県

内
の
経
済
活
動
に
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。

そ
の
意
味
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、県
内
の
生
産
が
減
少
し

た
こ
と
は
、水
島
港
の
利
用
に
波
及
し
て
い

る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、港
湾
統
計
に
よ
っ
て
、そ
の
影
響

を
見
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、同
統
計
は
現
在
令
和
２
年
５
月

分
ま
で
が
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、そ
の

範
囲
で
前
年
と
比
較
し
ま
す
。（
令
和
２
年

分
は
速
報
値
）

　◎
取
扱
貨
物
量（
図
３
）

　
１
月
か
ら
５
月
ま
で
を
、令
和
元（
平
成

31
）年
と
令
和
２
年
で
比
較
す
る
と
、令
和

２
年
は
前
年
に
比
べ
５
百
万
ト
ン
少
な
い
、

29
百
万
ト
ン（
約
▲
15
％
）で
し
た
。

◎
コ
ン
テ
ナ
取
扱
貨
物
量（
図
４
）

　
一
方
、コ
ン
テ
ナ
取
扱
貨
物
量
は
、前
年
に

比
べ
３
千
Ｔ
Ｅ
Ｕ
少
な
い
７
万
２
千
Ｔ
Ｅ
Ｕ

（
約
▲
４
％
）でし
た
。

　
以
上
か
ら
、水
島
港
に
お
い
て
、取
扱
貨

物
量
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
が
、コン
テ

ナ
取
扱
量
は
ほ
ぼ
横
ば
い
と
い
う
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。減
少
要
因
の
１
つ
と
し
て
、コ

ロ
ナ
に
よ
り
県
内
の
生
産
が
減
少
し
た
影
響

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

最
後
に

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、今
も

私
た
ち
の
生
活
や
経
済
活
動
に
大
き
な
影

響
を
与
え
続
け
て
い
ま
す
。ワ
ク
チ
ン
の
接
種

が
始
ま
る
な
ど
明
る
い
兆
し
も
見
え
て
い
ま

す
が
、ま
だ
収
束
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
り

そ
う
で
す
。

　
こ
う
し
た
中
、Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ａ
も
こ
の
１
年
、

大
幅
に
活
動
が
制
限
さ
れ
ま
し
た
。今
後

は
、「
ウィ
ズ・コ
ロ
ナ
」「
ア
フ
タ
ー・コ
ロ
ナ
」と

し
て
、こ
れ
ま
で
の
や
り
方
を
見
直
し
、新
た

な
発
想
で
水
島
港
の
利
用
促
進
の
た
め
の

活
動
を
実
施
し
てい
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

備讃瀬戸北航路等（開発保全航路）浚渫工事のお知らせ
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特集 / 新型コロナウイルス感染症の影響

　
四
国
地
方
整
備
局
高
松
港
湾
・
空
港
整

備
事
務
所
で
は
、開
発
保
全
航
路（
備
讃

瀬
戸
北
航
路
及
び
備
讃
瀬
戸
南
北
連
絡

航
路
）の
浅
場
の
解
消
を
目
的
に
令
和
３

年
度
よ
り
浚
渫
工
事
の
実
施
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。同
海
域
付
近
を
航
行
す
る
船

舶
は
十
分
注
意
し
、追
い
越
し・
並
走
を
控

え
、航
行
さ
れ
る
よ
う
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
四
国
地
方
整
備
局 

高
松
港
湾
・
空
港
整
備
事
務
所
】

《お問い合わせ先》
四国地方整備局　高松港湾・空港整備事務所 ☎087-851-5522　同坂出港分室 ☎0877-46-0311
高松港湾・空港整備事務所HPに工事情報を掲載しております。　https://www.pa.skr.mlit.go.jp/takamatsu/

工事概要

備讃瀬
戸北航

路

備讃瀬
戸東航

路

備讃
瀬戸
南航
路

広島

本島 与島

水
島
航
路

南
北
連
絡
航
路牛島

坂出港

坂出市

１．作業区域
香川県坂出市沖合
（図1に示す1-1工区、1-2工区）

２．作業期間
　令和3年7月1日から令和3年9月30日までの間

３．浚渫工事の概要
①作業区域内でポンプ浚渫船により航路の浚渫
　を行います。
②土運船により、浚渫土砂を手島、高見島、上真島
　の沖合に運搬します。
③工事は原則として日出から日没の間で行います。
　なお、工事にあわせ、水質調査を行います。

４．安全対策
①1-1工区施工時に全長250mを超える大型船が
　水島航路を通航する際、並びに1-2工区施工時に全長250mを超える大型船が南北連絡航路を通航する際は浚渫作
　業を中断し、作業船は、航路外へ一時退避を行います。
②作業区域付近海域では、浚渫作業工事中、４隻の警戒船及び１隻の矢印搭載船を配置します。
③ポンプ浚渫船のアンカー位置に俵ブイ及び灯浮標（同期点滅）を設置し、作業区域を明示します。
④夜間及び浚渫を行わない日において、浚渫作業船は、備讃瀬戸航路外に停泊します。

５．その他
①天候その他の理由により浚渫予定を変更することがありますので、ご注意下さい。
②その他詳細については、工事着手前に再度お知らせいたします。

（図1）作業区域付近略図

：開発保全航路凡例

1-2工区

1-1工区

港湾統計からMITA事務局が作成

0

10

20

30

40

50

60

70

80

令和元年 令和2年

（千TEU） コンテナ取扱貨物量（1～5月）
外貿 内貿

72千
TEU

75千
TEU

5859

1416

港湾統計からMITA事務局が作成

［図3］

［図4］
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＜会員紹介＞ ＪＡ西日本くみあい飼料株式会社

倉敷工場への集約状況（神戸・水島・坂出工場を閉鎖）

食料コンビナート　イメージ図

倉敷工場（手前の建物）を含めた食料コンビナートと７号埠頭（左手奥）

【
当
社
に
つ
い
て
】

　
当
社
は
昭
和
43（
１
９
６
８
）年
７
月
に
創
業
し
、本
社

は
神
戸
市
に
あ
り
ま
す
。事
業
と
し
て
は
、そ
の
名
が
示
す

と
お
り「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
」の
一
員
と
し
て「
西
日
本
地
区
」の

畜
産
生
産
者
の
皆
様
に
安
全
・
安
心
で
高
品
質
な「
く
み
あ

い
配
合
飼
料
」を
お
届
け
す
る
こ
と
を
基
本
に
、消
費
者
の

皆
様
に
幅
広
く
支
持
さ
れ
る
国
産
畜
産
物
の
生
産
振
興
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
会
社
で
す
。

【
倉
敷
工
場
に
つ
い
て
】

　
倉
敷
工
場
は
、玉
島
ハ
ー
バ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
に
立
地
し
、平

成
29（
２
０
１
７
）年
６
月
に
稼
働
し
ま
し
た
。敷
地
面
積
５

万
㎡
で
、配
合
飼
料
の
生
産
能
力
は
国
内
最
大
級
と
な
る

年
間
約
80
万
ト
ン
を
誇
っ
て
い
ま
す
。内
訳
は
、牛
用
の
Ａ
飼

料
が
年
25
万
ト
ン
、鶏
・
豚
用
の
Ｂ
飼
料
が
年
55
万
ト
ン
と

な
っ
て
い
ま
す
。

【
倉
敷
工
場
へ
の
集
約
経
緯
に
つ
い
て
】

　
倉
敷
工
場
を
建
設
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
は
、神
戸
・
水

島
・
坂
出
の
３
工
場
の
老
朽
化
が
進
む
な
か
、新
た
な
製
造

供
給
体
制
の
構
築
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
、３
工
場
を
集
約

し
ま
し
た
。集
約
に
あ
た
っ
て
は
、当
社
と
株
式
会
社
Ｊ‐

オ
イ
ル
ミ
ル
ズ
、全
農
サ
イ
ロ
株
式
会
社
の
３
社
が
一
体
と

な
っ
た
合
同
プ
ロ
ジェ
ク
ト
と
し
て
進
め
ら
れ
、倉
敷
工
場
の

稼
働
開
始
を
も
っ
て
食
料
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
幕
開
け
と
な
り

ま
し
た
。

　
倉
敷
市
の
ハ
ー
バ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
に
立
地
し
た
理
由
と
し

て
は
、自
然
災
害
が
少
な
い
こ
と
や
管
内
の
中
心
に
位
置
す

る
こ
と
、ま
た
水
島
港
が
平
成
23
年
に
国
際
バ
ル
ク
戦
略
港

湾
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

【
倉
敷
工
場
の
製
品
に
つ
い
て
】　

　
牛
用
の
Ａ
飼
料
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、大
麦
を
加
熱
し
押
し
つ

ぶ
し
た
圧
ペン
と
呼
ば
れ
る
も
の
を
他
の
原
料
と
混
ぜ
合
わ

せ
た
飼
料
で
す
。鶏
・
豚
用
の
Ｂ
飼
料
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
粉

砕
し
、様
々
な
原
料
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
飼
料
で
す
。

【
７
号
埠
頭
の
完
成
に
つ
い
て
】

　
玉
島
ハ
ー
バ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
７
号
埠
頭
が
完
成
し
た
こ
と

で
、海
外
か
ら
輸
入
さ
れ
る
穀
物
原
料
を
直
接
食
料
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
の
全
農
サ
イ
ロ
株
式
会
社
に
保
管
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
た
め
、物
流
の
合
理
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。　
　

製造アイテム
①養牛用飼料
肉牛、乳牛

②豚用飼料
子豚用人工乳、
肥育豚用、種豚用

③鶏用飼料
育雛用、成鶏用、
ブロイラー用

乳牛用バルキー飼料

養豚用ペレット飼料

養鶏用マッシュ飼料
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水島港国際コンテナターミナルにおけるコンテナヤード暫定拡張工事完成

玉島ハーバーアイランド４号埠頭におけるソーラスフェンスの撤去

　
前
回
の
ポ
ー
ト
ニュ
ー
ス
で
掲
載
し
ま
し

た
、水
島
港
国
際
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

ヤ
ー
ド
暫
定
拡
張
に
つ
い
て
、令
和
２
年
９

月
に
工
事
着
手
し
ま
し
た
が
、今
年
２
月

に
舗
装
が
完
成
し
ま
し
た
。令
和
３
年
度

は
コ
ン
テ
ナ
ヤ
ー
ド
を
一
体
的
に
利
用
で
き

る
よ
う
、ソ
ー
ラ
ス
フェン
ス
な
ど
、保
安
施

設
の
整
備
を
行
う
予
定
で
す
。こ
れ
か
ら

も
水
島
港
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め

の
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
岡
山
県
土
木
部
港
湾
課
】

　
玉
島
ハ
ー
バ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
４
号
埠
頭

（
以
下
、「
当
該
埠
頭
」と
い
う
。）は
平
成
26

年
よ
り
港
湾
運
営
会
社
で
あ
る
水
島
港

国
際
物
流
セ
ン
タ
ー
㈱
が
内
貿
ユ
ニ
ッ
ト

ロ
ー
ド
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し
て
運
営
を
開
始

し
、主
に
完
成
自
動
車
を
取
り
扱
っ
て
い
ま

し
た
。加
え
て
、他
の
外
貿
埠
頭
の
混
雑
時

の
対
応
策
と
し
て
当
該
埠
頭
に
お
け
る
一

部
の
保
安
設
備
を
残
し
、暫
定
的
に
外
貿

貨
物
の
取
扱
を
可
能
と
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
な
か
、令
和
２
年
６
月
に
玉

島
ハ
ー
バ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
７
号
埠
頭
が
供
用

開
始
と
な
り
、外
貿
埠
頭
の
混
雑
が
解
消

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、埠
頭
運
営
の
効
率
性

な
ど
を
勘
案
し
、当
初
の
計
画
ど
お
り
、当

該
埠
頭
を
内
貿
ユニッ
ト
ロ
ー
ド
タ
ー
ミ
ナ

ル
と
し
て
の
全
面
運
営
に
切
り
替
え
、ソ
ー

ラ
ス
フ
ェ
ン
ス
な
ど
保
安
設
備
を
廃
止
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
10
月
か
ら
東
西
を
分
離
し
て

い
た
ソ
ー
ラ
ス
フェン
ス
等
保
安
設
備
の
撤

去
工
事
に
着
手
し
、令
和
３
年
２
月
に
撤

去
部
の
舗
装
復
旧
が
完
了
し
た
こ
と
か

ら
、当
該
埠
頭
の一
体
的
な
運
営
が
可
能
と

な
り
、物
流
の
効
率
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

【
岡
山
県
土
木
部
港
湾
課
】

コンテナヤード暫定拡張部位置図

令和2年11月時点の様子令和3年2月時点の様子

施工前

施工後

約0.8ha暫定拡張部

N
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TOPICS

一般国道２号倉敷立体 / 完成後6か月の状況

一般国道２号玉島・笠岡道路（Ⅱ期） / 六条院トンネル（仮称）が貫通！

 

　

令
和
２
年
３
月
14
日（
土
）に一
般
国
道
２
号
倉
敷
市

片
島
町
〜
倉
敷
市
船
穂
町
船
穂（
延
長
2.7
㎞
）の
４
車
線

化
が
完
成
し
ま
し
た
。こ
の
た
び
、完
成
後
６
か
月
が
経

過
し
た
時
点
の
デ
ー
タ
か
ら
一
般
国
道
２
号
高
梁
川
大

橋
お
よ
び
周
辺
道
路
の
通
過
時
間
の
変
化
等
各
種
波
及

効
果
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

整
備
効
果
① 

移
動
時
間
の
短
縮

　

倉
敷
立
体
の
４
車
線
完
成
後
、一
般
国
道
２
号
の
高

架
・
立
体
化
区
間
の
末
端
で
あ
る
新
田
交
差
点
付
近
で

は
交
通
が
集
中
す
る
も
の
の
、20
分
程
度
を
要
し
た
倉

敷
市
内
の
所
要
時
間
は
日
中
を
通
じ
て
概
ね
約
14
分
に

短
縮
し
、交
通
集
中
が
激
し
い
朝
ピ
ー
ク
時
で
も
約
６
分

短
縮
し
て
い
ま
す
。

整
備
効
果
② 

死
傷
事
故
が
減
少

　

倉
敷
立
体
の
４
車
線
完
成
後
、渋
滞
が
解
消
し
た
こ

と
で
走
行
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
結
果
、渋
滞

末
尾
への
追
突
や
渋
滞
中
の
本
線
への
無
理
な
車
両
進
入

の
危
険
性
が
な
く
な
り
、死
傷
事
故
件
数
は
９
割
以
上

減
少
し
て
い
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
中
国
地
方
整
備
局
岡
山
国
道
事
務

所
で
は
、岡
山
県
浅
口
市
か
ら
笠
岡
市
に
お
い
て一
般

国
道
２
号
玉
島
・
笠
岡
道
路（
Ⅱ
期
区
間
：
9.4
㎞
）

の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。こ
の
道
路
は
、玉
島
・
笠

岡
道
路（
Ⅰ
期
：
開
通
済
）及
び
笠
岡
バ
イ
パ
ス
と
一

体
と
な
っ
て
岡
山
県
南
西
部
の
東
西
幹
線
軸
を
形

成
し
、効
率
的
な
物
流
活
動
に
寄
与
し
ま
す
。

　

同
区
間
で
最
大
級
の
構
造
物
で
あ
る
延
長
一
〇
八

八ｍ
の
六
条
院
ト
ン
ネ
ル（
仮
称
）﹇
浅
口
市
﹈ 

は
、令

和
元
年
10
月
よ
り
掘
削
工
事
が
進
め
ら
れ
、令
和
２

年
12
月
７
日（
月
）に
貫
通
を
迎
え
ま
し
た
。

　

ト
ン
ネ
ル
の
貫
通

に
あ
た
っ
て
、工
事
の

様
子
や
貫
通
の
瞬
間

の
映
像
を
と
り
ま
と

め
ま
し
た
。迫
力
の
あ

る
貴
重
な
映
像
を
是

非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

岡
山
国
道
事
務
所

で
は
令
和
７
年
度
予

定
の
開
通
に
向
け
て
、

引
き
続
き
事
業
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
国
土
交
通
省
中
国

地
方
整
備
局
岡
山
国

道
事
務
所
】

整
備
効
果
③ 

物
流
の
効
率
化

　

国
際
拠
点
港
湾
に
指
定
さ
れ
て
い
る
水
島
港
は
、鉄

鋼
、石
油
化
学
、自
動
車
な
ど
多
様
な
産
業
が
立
地
す
る

水
島
臨
海
工
業
地
帯
の
玄
関
口
に
な
っ
て
お
り
、令
和
元

年
の
コ
ン
テ
ナ
貨
物
取
扱
量
は
過
去
最
高
を
記
録
し
ま

し
た
。倉
敷
立
体
の
４
車
線
完
成
後
、国
道
２
号
で
移
動

時
間
の
確
実
性
が
向
上
し
た
こ
と
で
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ

ル
運
営
者
と
物
流
事
業
者
の
業
務
効
率
化
が
図
ら
れ
ま

し
た
。

【
国
土
交
通
省
中
国
地
方
整
備
局
岡
山
国
道
事
務
所
】

YouTubeチャンネル

https://youtu.be/bZ4cTwrDd_4

笠岡バイパス
 延長7.6㎞

至
広
島

至
広
島

至
広
島

至
岡
山

至
大
阪

至
大
阪

令和7年度開通予定※

※トンネル工事・大規模橋梁工事・軟弱地盤対策工事等が順調に進捗した場合

★

玉島・笠岡道路
延長4.5㎞

玉島・笠岡道路（Ⅱ期） 
延長9.4㎞

令和7年度開通予定※

区間①区間②

六条院トンネル（仮称）

玉島IC

笠岡市
笠
岡
西
IC（
仮
称
）

笠
岡
東
IC（
仮
称
）

里
庄
IC（
仮
称
）

鴨
方
IC（
仮
称
）

浅
口
金
光
IC

玉
島
西
ＩＣ

浅口市里庄町

倉敷市

E2

E2

E2

国際コンテナターミナル周辺の待機車両の減少・業務効率化

死傷事故件数の変化

交通事故集計区間

国道2号の4車線化により夕方時の渋滞が緩和したことで、
トレーラーがコンテナターミナルの閉門時刻前に戻れるように
なり、閉門時間の延長が大幅に減少したことで、業務の効率化
が図られました。（令和2年11月ヒアリング調査）

水島港国際コンテナターミナル
国際コンテナ
ターミナル関係者

以前は8時の開門前に
待機車両による車列が発生
以前は8時の開門前に

待機車両による車列が発生
倉敷市街方面からの国道2号本線部（約7.9ｋｍ）では

7時台の所要時間のバラツキが改善し移動の確実性が向上
倉敷市街方面からの国道2号本線部（約7.9ｋｍ）では

7時台の所要時間のバラツキが改善し移動の確実性が向上
倉敷市街方面からの国道2号本線部（約7.9ｋｍ）では

7時台の所要時間のバラツキが改善し移動の確実性が向上

2

2

2

2

2

倉敷市

倉敷市

倉敷市役所

玉島地区
側道分岐点

新田
交差点

水島臨海工業地帯

玉島ハーバーアイランド
N

N

令和2年3月14日
4車線完成　延長2.7㎞

倉敷立体区間を含む国道2号（新田交差点から玉島地区側道分岐点まで）約7.9㎞にて
ETC2.0プローブ情報を用いて外側1割を除外した所要時間を集計
◎完成前：H30年4月1日～H30年5月30日 平日　◎完成後：R2年9月 平日

完成前(H26-H29)

高
梁
川

区間① 倉敷立体H22年度完成区間
完成後(R2速報値)

死亡事故が
9割以上減少
死亡事故が
9割以上減少
死亡事故が
9割以上減少

16
14
12
10
8
6
4
2
0

死
亡
事
故
件
数
（
件
／
６
ヶ
月
）

追突事故：約84%追突事故：約84%
正面衝突：約7%正面衝突：約7%

追突事故1.0

8.8

4.0

13.8

1.0

※

※死傷事故・・・人の死亡又は負傷を伴うもの（人身事故）であり、物損事故は除く
資料／完成前：交通事故・道路統合データベース　 完成後：岡山県警提供資料

国道2号高梁川大橋周辺の
速度低下改善区間

新
田
交
差
点

玉
島
地
区
側
道
分
岐
点

区間③ 玉島バイパス区間（渋滞影響区間）
区間② 倉敷立体R2年3月完成区間

区間③区間③

開門待機車両が減少し、業務の効率化に寄与

完成前

最小約8分 最第約24分

最大約10分
最小約6分

完成後
ばらつき
幅約4分
ばらつき
幅約4分

ばらつき幅約16分

ばらつき幅が約12分短縮
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水島港の定期コンテナ航路等の紹介

山九株式会社 岡山支店 業務グループ
【船舶代理店関係/港運係】　　　　  〒712-8051  岡山県倉敷市中畝1-7-23／TEL.086-455-8133 / FAX.086-455-8167

【国際輸送課】TEL.086-523-0203 / FAX.086-523-0404（通関・フォワーディング・国際営業）
【代 理 店 課】TEL.086-523-0204 / FAX.086-523-1755（船社代理店関係）

【通関課】TEL.086-522-6492（輸出入通関）
【営業課】TEL.086-522-7600（貨物取扱全般）

【海務課】TEL.086-523-5551（船社代理店・CY）
【倉庫・陸運課】TEL.086-522-6494（倉庫・配送）

【オペレーション課】TEL.086-523-0223 / FAX.086-523-1471（作業関係）
【海　運　課】TEL.086-523-0205 / FAX.086-523-1471（港湾荷役・倉庫・配送）

【通関・輸出入乙仲関係/輸出入係】　〒713-8103  岡山県倉敷市玉島乙島新湊8262-1／水島港国際コンテナターミナル4F　TEL.086-525-0039 / FAX.086-525-5139

■お問い合わせ先

株式会社 上組 玉島支店港運課
〒713-8103  岡山県倉敷市玉島乙島新湊8262-1／TEL.086-525-8670 / FAX.086-525-0890 ホームページアドレス　http://www.kamigumi.co.jp/

ホームページアドレス　http://www.sankyu.co.jp/

ホームページアドレス　http://www.nittsu.co.jp/

ホームページアドレス　http://www.nakatani-grp.com/koun/

中谷興運株式会社 玉島支店
〒713-8103　岡山県倉敷市玉島乙島新湊8262-2（玉島ハーバーアイランド内）／TEL.086-522-6321㈹ / FAX.086-522-6631

〒713-8103  岡山県倉敷市玉島乙島新湊8259-15（玉島ハーバーアイランド内）

日本通運株式会社 水島海運支店

今号の表紙／ 玉島ハーバーアイランド空撮（令和2年10月2日）

◆外貿定期コンテナ航路（2ヶ国1地域18航路 18便/週）◆ 2021年2月末現在

曜日

月

火

水

木

金

土

航路名

大連

韓国

韓国

韓国

大連

上海

福州

上海

韓国

韓国

台湾

韓国

韓国

韓国

上海

上海

韓国

韓国

日本通運㈱水島海運支店

日本通運㈱水島海運支店

中谷興運㈱

日本通運㈱水島海運支店

㈱上組玉島支店

㈱上組玉島支店

日本通運㈱水島海運支店

日本通運㈱水島海運支店

日本通運㈱水島海運支店

中谷興運㈱

中谷興運㈱

中谷興運㈱

中谷興運㈱

中谷興運㈱

㈱上組玉島支店

日本通運㈱水島海運支店

中谷興運㈱

山九㈱岡山支店

ワンハイラインズ㈱
Wan Hai Lines Ltd. 大阪→水島→福山→広島→門司→台北→台中→高雄→香港→大阪

（木） （水） （木） （土）（火）

天津新港→大連→青島→伊万里→福山→水島→高松→広島→三田尻中関→大連→青島
（木）（水） （土）（土）（土） （火）

天津新港→大連→青島→福山→水島→広島→細島→志布志→寧波→上海
（火） （金）（金）（木） （月） （土）

釜山→水島→松山→今治→三島川之江→細島→志布志→釜山
（月）（土・日） （土）

浦項→蔚山→釜山→大阪→神戸→水島→福山→広島→釜山
（土）（金） （木・金）（火）（土・日）

釜山→水島→高知→徳島→大竹→釜山
（火）（日） （土）

上海→福山→水島→高松→広島→岩国→上海
（土） （火） （土）

厦門→江陰→福州→水島→大阪→横浜→東京→名古屋→泉州→厦門
（木） （木）（火） （水）（金） （金・土）

寧波→上海→伊万里→福山→水島→広島→志布志→天津新港→大連→青島
（金） （火）（土） （金）（木）（火）

釜山→細島→志布志→大阪→水島→大分→宇部→釜山
（土・日） （土・日）（木）

釜山→蔚山→門司→三島川之江→広島→水島→門司→博多→釜山→蔚山
（水）（土） （土）（土） （土）

釜山→広島→神戸→大阪→高松→水島→蔚山→釜山
（月） （火） （金）（木）（木） （土・日）

釜山→伊万里→広島→高松→水島→今治→釜山→広島→伊万里→松山→舞鶴→境港→伊万里→釜山
（月・火） （月・火）（金） （日） （日）

上海→三田尻中関→水島→福山→広島→徳山下松→上海
（火） （金） （火）

上海→福山→水島→三島川之江→広島→大分→上海
（火） （金） （火）

釜山→神戸→大阪→水島→釜山→仁川→釜山
（土） （日） （水・木）（月・火）（水・木）

釜山→岩国→広島→高松→水島→釜山
（土）（水） （日・月）

民生輪船有限公司
Minsheng Shipping Co.,Ltd.

神原汽船㈱
Kambara Kisen Co.,Ltd.

南星海運㈱
Namsung Shipping Co.,Ltd.

長錦商船㈱
Sinokor Merchant Marine Co.,Ltd.

天敬海運㈱
C.K.Line Co.,Ltd.

神原汽船㈱
Kambara Kisen Co.,Ltd.

民生輪船有限公司
Minsheng Shipping Co.,Ltd.

高麗海運㈱
Korea Marine Transport Co.,Ltd.

汎洲海運㈱
Pan Continental Shipping Co.,Ltd.

天敬海運㈱
C.K.Line Co.,Ltd.

釜山→今治→松山→福山→水島→釜山
（月） （水） （木）興亜LINE㈱

Heung A Line Co.,Ltd.

カメリアライン㈱
Camellia Line Co.,Ltd.

神原汽船㈱
Kambara Kisen Co.,Ltd.

吉舟船務有限公司
Ji Zhou Shippinng Co.,Ltd.

民生輪船有限公司
Minsheng Shipping Co.,Ltd.

興亜LINE㈱
Heung A Line Co.,Ltd.

高麗海運㈱
Korea Marine Transport Co.,Ltd.

航　路 代理店船　　社

◆内貿定期コンテナ航路（4航路 8便/週）◆
曜日

火土

月木土

火木

木

航　路
㈱ユニエックスNCT
Uni-x Nct Corporation 神戸→水島→神戸

神戸→水島→神戸

神戸→水島→神戸

那覇→呉→三島川之江→水島→高松→新居浜→那覇

井本商運㈱
Imoto Lines ,ltd

オリエント オーバーシーズ コンテナラインリミテッド 日本支社
Orient Overseas Container Line Ltd Japan Branch

南日本汽船㈱
Minami Nippon Kisen Co.,Ltd.

航　路 代理店船　　社

神戸

神戸

神戸

沖縄

中谷興運㈱

㈱上組玉島支店

㈱上組玉島支店

日本通運㈱水島海運支店

MITA（水島ポートニュース）ホームページアドレス
http://www.optic.or.jp/MITA/ 携帯からはこちら

▲ ▲
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